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令和８年
４月から

「市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正」を可決

議員報酬を月額２万円の増額改定

討　論討　論 本会議において 「反対」 の
討論がありました

反対
　　　　市の財政状況を鑑みれば現時点で議員報酬の増額
はあり得ない。市民アンケートでも半分以上の方が現在の
35万円に対し「多い」と答えているため民意に反する。

蒼風会　横川 秀哉

反対
　　　　物価高騰の中で、実質賃金も実質年金も引き下げ
になっており、市民の暮らしは厳しいものになっている。こ
うした社会環境の中で、議員報酬の引き上げは認められない。

日本共産党　小濃 孝之

――――――――　議決結果　―――――――― ○：賛成　×：反対　議長は可否同数の場合のみ裁決。

会　　派　　名 蒼風会 新無所属
クラブ 公明党 共産党

議員団
無
会
派

議
案
番
号

市議10

案件・結果
会　派
議員名

安
田
裕
美

宇
都
宮
綾

小
濃
孝
之

松
本
　
隆

松
浦
登
美
義

久
保
　
浩

河
原
末
彦

星
野
和
彦

幾
世
恭
典

横
川
秀
哉

長
本
義
浩

堀
　
未
季

坂
根
栄
六

可決市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 ─ 〇 × × 〇

12月定例会のうごき
　令和７年12月定例会を、12月２日から24日までの23日間開催しました。今定例会では、補正予算、条例
改正、第７次宮津市総合計画の変更など19議案を審査し、いずれも原案のとおり可決、同意しました。
　また、議員提案の「一般会計補正予算（第８号）『まちなか振興拠点施設整備事業』における債務負担行為補
正に対する附帯決議」のほか、「市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正」、「消費税の
一律減税を求める意見書」、「女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書」を可決しました。
　一般質問は12月９日、10日に12人の議員が行いました。今定例会の傍聴者は延べ26人でした。

反対
　　　　任期を全うし、市民の皆様に納得いただける議会
を目指すべき。次期任期から増額すべきで、報酬改定の時
期と信頼を重視する立場から反対する。

蒼風会　堀　 未季

 市議会議員の議員報酬及び費用市議第10号
 弁償等に関する条例の一部改正

　議員報酬の適正額については、 令和５年６月から議会活性化特別委員会 （議長を除く全議員で構成）で
議員定数の見直しと一体的に検討を重ねてきました。
　議員定数については、昨年３月議会において、次の一般選挙（任期：R8.7.10～）から２名減らし12名と
することを決定。 議員報酬については、宮津市特別職報酬等審議会に客観的な意見を求めるべきとの判断
から、８月に議長から特別職報酬等審議会に諮問し、11月に「議長・副議長・議員それぞれ現行額から月額
２万円の増額」（28年間見直しがなされなかった中で、議員のなり手確保、近年の物価上昇を考慮し、増額が
適切）との答申を受けました。
　答申を踏まえた議員報酬の適正額について再度議会の委員会で議論を重ね、本定例会に条例の改正案（答
申どおり）を提案し、賛成多数で可決しました。

議　長
副議長
議   員

現行額
430,000円
370,000円
350,000円

改正額
450,000円
390,000円
370,000円

差　額
+20,000円
+20,000円
+20,000円

議員報酬月額の改正内容（令和８年４月１日） ■特別職報酬等審議会の答申に付された附帯意見
①議会・議員のさらなる可視化 、積極的な広聴
②政務活動費の増額検討　③議員のなり手不足への
適切な対策　④報酬の任期ごとの見直し　⑤長期欠
席の場合の報酬のあり方の検討

12月定例会
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11 月
臨時会

「宮津市役所位置の設定条例の一部改正」を可決

市役所庁舎をミップルビルに移転集約へ
　令和７年11月臨時会を11月10日に開催しました。
　臨時会では、９月定例会において審議未了のため廃案となった「宮津市役所位置の設定条例の一部改正」
の１議案を再審議し、可決しました。討論及び議決結果は次のとおりです。傍聴者は３人でした。

討　論討　論 本会議において 「賛成」「反対」 の討論がそれぞれ交わされました

賛成
　　　　立地面・防災面・交通面・財政面・耐震性・利便性・
将来性・市民の懸念の払しょくを総合的に考慮すると、ミ
ップルへの庁舎移転は、よりベターな選択である。

蒼風会　坂根 栄六 

賛成
　　　　各地区計８回の市民と市長の座談会での「今後も
市民の意見をしっかりと聞いていく」との市長発言と、こ
れまでの経過など総合的な判断で改正案に賛成する。

新無所属クラブ  久保　 浩日本共産党　小濃 孝之反対
　　　　市民に対して、ミップルビル移転について、いつ長
寿命化工事を行い、費用はどのくらい必要となるのかなど、
長期的な財政シミュレーションを資料で示す必要がある。

賛成
　　　　老朽化が著しく、耐震化基準を満たさない現庁舎
の移転は早期にすべき。市民への聞き取りでは「やむを得
ない」との声を多く聞いた。

新無所属クラブ  河原 末彦

賛成
　　　　今後も、実効性のある災害対応の検証と多様な市
民参加を軸にした、庁舎及び周辺のまちづくりを丁寧に進
めることを強く求め、本条例に賛成する。

蒼風会　堀　 未季

新無所属クラブ  星野 和彦反対
　　　　会派で約600人にアンケートをとり、私は200人
弱の回答を得て、賛成19％、反対76％、分からない５％で、
買い物施設が無くなる意見が最も多かった。

議第91号 宮津市役所位置の設定条例の一部改正

反対
　　　　活性化を期待されている島崎浜町エリアに、活性
化とは無縁の市役所を移転集約するために、初期費用24
億円の税金を投じることに対して、極めて強い疑義がある。

新無所属クラブ  幾世 恭典

――――――――　議決結果　―――――――― ○：賛成　　×：反対
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可決宮津市役所位置の設定条例の一部改正
※この議案は、出席議員の2/3以上の賛成を必要とする特別多数議決。出席議員13名で2/3は９名であり、賛成９名で可決。

〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 × × 〇
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11月臨時会
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意見書（衆・参両議長及び各大臣宛）
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◆消費税の一律減税を求める意見書
【発議者】議会議員　　坂根 栄六　安田 裕美　長本 義浩
　　　　　　　　　　　堀　 未季　横川 秀哉
【要　旨】記録的な物価高騰が続く中、実質賃金はマイナ
スが続くなど、国民生活は極めて厳しい状況が続いている。
国民生活の安定と日本経済の早期回復を図るため、消費税
率を現行10％から早急に一律に引き下げることを要望する。

◆女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書
【発議者】議会議員　　松本 　隆　幾世 恭典
【要　旨】日本は1985年に国連の女性差別撤廃条約を批
准した。同条約選択議定書は、国連の委員会による個人通
報制度と調査制度を設けており、選択議定書を批准するこ
とで、国際的な人権基準に基づく女性の人権侵害の救済や、
性別による不平等を無くす効力の強化が期待される。

可決附帯決議
◆Ｒ７一般会計補正予算（第８号）まちなか拠点施設整
　備事業における債務負担行為補正に対する附帯決議
【発議者】予算委員長　　河原 末彦
【要　旨】事業執行において次の事項に努めること。
①市民共創型プラットフォームの活用等により、市民の意
見を汲み取る仕組みの構築

②債務負担行為額の執行段階における軽減
③コンサルタント企業及びＤＢＯ参画企業の選定における
透明性・公平性の担保 

④ＤＢＯ参画企業の選定における民意の聴取及び反映
⑤施設整備エリアは制約で縛らず、幅広く設定
⑥当該エリアの賑わいの創出と地域経済の活性化を軸とす
る地元事業者の参画促進

⑦契約に係るリスクマネジメントの徹底

可決
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12月定例会・条例等

予算額 4,800万円
債務負担行為（限度額を設定するもの）

まちなか地域振興拠点施設整備事業

Q 事業費4,800万円の内訳は？
業務は職員でできるのではないか？

A 実施方針作成に1,000万円、要求水準書
作成に1,500万円、業者選定と契約業務
に2,300万円。高い専門性が求められ、
職員での対応は困難。民間のノウハウ活
用からも委託が適切。

道の駅のリニューアルに向け、DBO方式に
よる民間事業者の選定準備を進める。
※DBO方式：施設整備に係る資金を市が調達し、民間
事業者が設計・建設・維持管理・運営をまとめて行うもの。

予算額 275万円
保育園留学推進事業

Q 事業概要とターゲットの想定は？
実施園を１園とした理由は？

A 対象は３歳以上で夏休みをメインに年間
10～20組を想定。教育に関心の高い都
市部の家庭がターゲット。
体験や交流を通じて、地域を知ってもら
う。まずは１園から実施することとし、
利便性の高い市街地の園を選定した。

都市部の子どもを宮津市内の保育施設で受け
入れる「保育園留学」の実施に向けた準備を
行う。

令和７年度補正予算審査
予算額・事業内容などを審査
しました。所管課と質疑を交
わした事業をご紹介します。

一般会計 3億774万円
【主なもの】 
・農地農業用施設災害復旧事業 550万円
・し尿処理施設管理運営事業 800万円
・保育園留学推進事業 275万円
・京都府知事選挙執行事業 740万円
・物価高対応子育て応援手当支給事業
 6,315万円
・みやづ暮らし応援券発行事業
 1億7,100万円

※その他、人事院勧告等に伴う人件費補正等

予算額 1億7,100万円
みやづ暮らし応援券発行事業

Q 現金給付の考えは？
この応援券は、公共料金の支払いには
使えないのか？

A 地域で消費していただき、地域経済の活
性化にもつながるよう応援券の形とした。
公共料金の支払いには、使用できないこ
ととしている。

物価高騰の影響を受ける市民への生活支援とし
て、市内の店舗・事業所で利用できる商品券「み
やづ暮らし応援券」を全市民に配付する。
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賛成
　　　　日本には、まだまだ変わらない男女間の不平等が
存在する。議定書を批准することによって、国内の人権を
めぐる議論が活発化する効果が期待できる。

新無所属クラブ　河原 末彦

市議第12号 女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書

日本共産党　宇都宮 綾賛成
　　　　選択議定書の批准により、国際的基準として女性
の権利やジェンダー平等が保障される。国連から勧告を受
ける中、速やかな選択議定書の批准を求める。

蒼風会　横川 秀哉 反対
　　　　女性蔑視や差別を認めるわけではない。国際通報
制度への依存は、国内の合意形成に影響を与える。また内
容的に選択的夫婦別姓の推進が含まれており、賛成しかねる。

12 月定例会の議決結果

賛否等の分かれた議案 ○：賛成　×：反対　退：退席
議長は可否同数の場合のみ裁決

会　　派　　名 蒼風会 新無所属
クラブ 公明党 共産党

議員団
無
会
派

議
案
番
号

93

94

97

99

108

市議９

市議11

市議12

案件・結果
会　派
議員名

安
田
裕
美

宇
都
宮
綾

小
濃
孝
之

松
本
　
隆

松
浦
登
美
義

久
保
　
浩

河
原
末
彦

星
野
和
彦

幾
世
恭
典

横
川
秀
哉

長
本
義
浩

堀
　
未
季

坂
根
栄
六

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

第７次宮津市総合計画の変更
家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例及
び特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する
基準を定める条例の一部改正
R7 一般会計補正予算（第８号）

市長及び副市長の給与に関する条例の一部改正

財産の取得　※ミップルビルの土地及び建物ほか
R7 一般会計補正予算（第８号）「まちなか振興拠点施設整備事業」
における債務負担行為補正に対する附帯決議
消費税の一律減税を求める意見書

女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書

＜議第92号、96号、98号は12月２日、その他は12月24日に議決。＞

×

〇

〇
〇
〇

〇

〇
×

〇

〇

〇
〇
〇

〇

〇
〇

〇

〇

〇
〇
〇

〇

〇
×

×

〇

〇
〇
〇

〇

〇
×

〇

〇

〇
〇
×

〇

×
〇

〇

〇

〇
〇
×

〇

×
〇

〇

〇

〇
〇
〇

〇

〇
〇

退

〇

〇
〇
〇

〇

〇
〇

─

─

─
─
─

─

─
─

〇

〇

〇
〇
〇

〇

×
〇

×

×

×
×
〇

退

〇
〇

×

×

×
×
〇

退

〇
〇

×

〇

〇
〇
〇

〇

〇
〇

全員賛成で可決した議案
議案番号

103

104

105

106

107

109

110

結果

可決

〃

〃

〃

〃

〃

〃

件　　　　　名

R7 後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

R7 介護保険事業特別会計補正予算（第２号）

R7 介護予防支援事業特別会計補正予算（第１号）

R7 水道事業会計補正予算（第２号）

R7 下水道事業会計補正予算（第１号）

し尿処理施設設備移設工事の請負契約の一部変更

R7 一般会計補正予算（第10号）

議案番号

92

95

96

98

100

101

102

結果

同意

可決

〃

〃

〃

〃

〃

件　　　　　名

公平委員会委員の選任

火入れに関する条例の一部改正

R7 一般会計補正予算（第７号）

R7 水道事業会計補正予算（第１号）
一般職職員の給与に関する条例及び会計年度任用
職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正
R7 一般会計補正予算（第９号）

R7 国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

次のとおり人事案件に
同意しました。人事案件

 ふじ　むら　てる　 よ

◆公平委員会委員　藤 村 光 代 氏
同意
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議決結果一覧

討　　論討　　論VSVS 本会議において「賛成」「反対」の討論があったものです

反対
　　　　行政のデジタル化によって、行政手続きの利便性
が図られることになるが、行き過ぎると、窓口の減少、紙手
続きの取りやめにより、市民サービスが後退する懸念がある。

日本共産党　小濃 孝之

無会派　安田 裕美反対
　　　　多様性を尊重し秩序ある共生社会を目指す上で、
日本や本市の歴史文化を軸とする視点が必要。今後５年間
を決める市の最上位計画であり、熟議を重ねるべき。

反対
　　　　道の駅リニューアル整備では、4,800万円が適切
な金額か判断できない。業務運営の実効性あるチェックが
できるのかや、施設整備費の積算根拠が示されていない。

日本共産党　宇都宮 綾
議第97号 R７一般会計補正予算（第８号）

新無所属クラブ　河原 末彦賛成
　　　　将来像実現に向けた視点の一つとして「多様性の
尊重」が新たに掲げられたことを高く評価する。互いに尊
重し合うことで、偏見や差別のない地域社会を築ける。

新無所属クラブ　星野 和彦賛成
　　　　ＫＰＩ（重要業績評価指標）と目標達成に向けたプ
ロセスなど全般に課題がある。次年度予算の作成時期を勘
案して賛成するが、３月議会で改めて疑義を質したい。

無会派　安田 裕美賛成
　　　　物価高と実質賃金低下に対応し、消費を喚起して
内需主導の景気回復を図り、中小企業や小規模事業者に配
慮した消費税の一律減税に賛成する。

反対
　　　　消費税の９割が年金・医療・介護・子ども子育て
支援を支える重要な財源だ。今の物価高対策は為替やエネ
ルギー政策などの外的要因を改善する構造改革が必要だ。

新無所属クラブ　星野 和彦
市議第11号 消費税の一律減税を求める意見書

反対
　　　　新たに「多様性の尊重」を加えたことに疑義が残る。
行政に求められるのは「価値観の中立性」であり、個人の
思想や価値観への行政介入はすべきでない。

蒼風会　横川 秀哉

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

賛成
　　　　将来構想の見直しでは時世に沿う適切な変更が示
され、基本計画の新規策定では誠実な現状分析と適切妥当
な対応方向が示された。ほぼパーフェクトな計画変更と評価。

新無所属クラブ　幾世 恭典

賛成
　　　　宮津らしさ、日本の法律やルールを基盤に、多様
性が大切にされる方向性に賛成。今後は、学びと対話、見
直しを重ねていくことが重要。

蒼風会　堀　 未季

賛成
　　　　道の駅エリアを拡大することにより集客増、交流
人口の拡大につながり、今後開発予定の島崎・浜町ウォー
ターフロントエリアの賑わいづくりにもつながる。

蒼風会　長本 義浩

反対
　　　　子どもの発達状況などを十分把握して保育ができ
るのか、慣れない保育園での子どものストレス、在園児の
保育への支障など、子どもの安心安全が守られるのか懸念。

日本共産党　小濃 孝之

 家庭的保育事業等の設備及び運営に議第94号 関する基準（中略）条例の一部改正

反対
　　　　物価高騰の一方、実質賃金が下がり、年金も目減
りしている中で、市民の暮らしは厳しいものとなっており、
市長などの期末手当を引き上げる環境にない。

日本共産党　小濃 孝之

 市長及び副市長の給与に関する議第99号 条例の一部改正

蒼風会　坂根 栄六反対
　　　　多様性の尊重の視点を入れることで、価値観や文
化・慣習を崩壊させる危険性を感じる。総合計画は羅針盤
であり骨太の方針。方向性と本質を間違えてはならない。

議第93号 第７次市総合計画の変更
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問
　
宮
津
市
が
今
後
の
成
長

戦
略
を
描
く
な
ら
観
光
活
用

が
最
善
策
で
、
観
光
産
業
を

戦
略
的
に
展
開
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
。
今
回
は
、
年
間

３
０
０
万
人
と
言
わ
れ
て
い

る
当
地
の
観
光
客
を
、
宮
津

市
各
地
域
へ
導
い
て
い
く
方

策
を
模
索
す
る
。
各
地
域
の

観
光
客
が
増
え
れ
ば
、
今
後

も
進
む
人
口
減
少
の
中
、
各

地
域
の
経
済
的
活
力
の
土
台

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
会
派
視
察
先
の

香
川
県
三
豊
市
の
成
功
事
例

で
あ
る『
父
母
ヶ
浜
』の
取
り

組
み
を
参
照
す
る
。
三
豊
市

は
、
地
域
素
材
で
あ
る
フ
ォ

ト
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
（「
写
真
映

り
の
良
い
」）な
写
真
と
、地

域
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
戦
略
的

に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
す
る
こ

と
で
、
観
光
客
数
が
６
年
間

で
１
０
０
倍
の
50
万
人
に
増

加
し
観
光
産
業
が
生
ま
れ
た
。

①
み
や
づ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
で
各
地
域
の
部
門
賞
を
創

設
し
て
は
。

②
各
地
域
の
歴
史
文
化
の
勉

強
会
を
通
じ
て
、
地
域
の
ス

ト
ー
リ
ー
を
探
索
し
て
は
。

③
観
光
課
専
用
の
情
報
発
信

サ
イ
ト
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
①
各
地
域
の
魅

力
発
信
を
行
う
上
で
、
三
豊

市
の
取
り
組
み
を
参
考
に
検

討
し
た
い
。
②
ス
ト
ー
リ
ー

は
訪
れ
る
方
や
住
む
方
の
リ

ス
ペ
ク
ト
に
も
つ
な
が
る
と

認
識
す
る
。
ま
た
、
歴
史
文

化
の
背
景
を
伝
え
る
語
り
部

や
観
光
ガ
イ
ド
育
成
に
つ
い

て
は
、
観
光
協
会
や
海
の
京

都
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
連
携
し
て
進
め

て
い
き
た
い
。
③
訴
求
力
の

高
い
海
の
京
都
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
観

光
協
会
の
情
報
発
信
媒
体
を

フ
ル
に
活
用
し
た
い
。
当
市

の
観
光
課
専
用
の
情
報
発
信

サ
イ
ト
創
設
に
つ
い
て
は
今

後
の
課
題
と
し
た
い
。

問
　
人
口
減
少
に
伴
い
地
域

経
済
力
も
低
下
し
て
い
る
。

ま
ち
か
ら
商
店
が
消
え
自
動

車
で
移
動
で
き
な
い
高
齢
者

は
日
常
の
買
い
物
に
も
苦
労

し
て
い
る
。
本
市
の
現
状
は
。

　
　
　
　
　
事
業
所
数
は
36

年
間
で
約
３
分
の
１
に
減
少

し
、
今
後
も
経
済
規
模
が
縮

小
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

特
に
移
動
手
段
が
限
ら
れ
る

高
齢
者
な
ど
の
地
域
住
民
に

と
っ
て
は
、
買
い
物
の
利
便

性
が
低
下
し
て
い
く
不
安
感

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

問
　
本
市
の
将
来
展
望
は
。

　
　
　
　
　
人
口
は
継
続
的

に
減
少
し
て
お
り
、
ス
ー
パ

ー
や
金
融
機
関
な
ど
市
民
生

活
に
不
可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
が

撤
退
・
縮
小
す
る
こ
と
は
更

な
る
買
い
物
弱
者
の
増
加
に

つ
な
が
る
と
懸
念
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
市
と

し
て
も
移
動
手
段
確
保
の
た

め
地
域
で
の
交
通
輸
送
サ
ー

ビ
ス
の
再
編
な
ど
に
取
り
組

ん
で
き
た
が
、
抜
本
的
な
解

決
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
買

い
物
の
利
便
性
の
低
下
は

「
そ
こ
で
は
暮
ら
し
に
く
い
」

と
い
う
ま
ち
の
魅
力
低
下
に

つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
大
き

な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

問
　
宮
津
市
を
持
続
可
能
な

ま
ち
に
し
て
い
く
た
め
に
、

市
域
全
て
を
対
象
と
し
た
総

合
的
な
対
策
を
早
期
に
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
人
口
減
少
に
よ
る
地

域
経
済
力
の
低
下
に
よ
っ
て

買
い
物
弱
者
が
増
加
す
る
こ

と
は
、
深
刻
な
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
行
政
だ

け
で
で
き
る
こ
と
に
は
限
界

が
あ
り
、
地
域
や
民
間
事
業

者
な
ど
官
民
の
枠
を
越
え
た

連
携
や
、
福
祉
・
交
通
・
デ

ジ
タ
ル
化
な
ど
多
角
的
な
視

点
や
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
総
合

的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、「
市

民
の
暮
ら
し
を
守
る
」
と
い

う
強
い
決
意
で
こ
の
課
題
に

向
き
合
っ
て
い
く
。

産
業
部
長

産
業
部
長

市
長

産
業
部
長

一 括 方 式

宮津市の買い物難民対策を問う
市　長 「市民の暮らしを守る」という決意で取り組む

よこ　　かわ  　ひで　　 や

蒼風会　横 川 秀 哉

一 問 一 答

地域素材の戦略的活用で観光客流入増を
産業部長 みやづフォトコンテストの活用を検討したい

いく　　 せ 　　やす　　のり

新無所属クラブ　幾 世 恭 典

父母ヶ浜にて撮影
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一　般　質　問

問
　
物
価
高
騰
対
策
と
し
て

の
市
民
負
担
の
軽
減
策
に
つ

い
て
問
う
。

　
米
が
高
く
て
買
え
な
い
と

の
声
を
聞
く
。
低
所
得
世
帯

に
対
し
て
米
を
無
償
配
布
す

べ
き
だ
。

　
　
　
　
　
物
価
高
騰
対
策

に
つ
い
て
は
、
国
の
重
点
支

援
地
方
交
付
金
を
踏
ま
え
、

今
後
、
市
全
体
の
施
策
と
し

て
検
討
し
て
い
く
。

問
　
宮
津
市
の
燃
や
す
ご
み

用
袋
、
燃
や
さ
な
い
ご
み
用

袋
と
も
、
そ
の
単
価
は
与
謝

野
町
の
３
倍
ほ
ど
高
く
な
っ

て
い
る
。
与
謝
野
町
並
み
に

単
価
を
減
額
す
べ
き
だ
。

　
　
　
　
　
本
市
で
は
、
ご

み
処
理
経
費
の
確
保
、
ご
み

の
減
量
資
源
化
の
促
進
な
ど

の
た
め
、
燃
や
す
ご
み
袋
な

ど
を
有
料
化
し
て
い
る
。
適

正
な
行
財
政
運
営
の
た
め
、

必
要
な
施
策
と
認
識
し
て
い

る
。

問
　
一
人
当
た
り
の
国
民
健

康
保
険
税
は
年
10
万
２
千
円

と
高
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

国
保
事
業
基
金
か
ら
の
繰
り

入
れ
を
増
や
す
な
ど
、
税
額

を
抑
え
る
べ
き
だ
。

　
　
　
　
　
特
定
健
診
の
受

診
勧
奨
な
ど
の
保
健
事
業
の

取
り
組
み
な
ど
を
進
め
て
医

療
費
の
削
減
を
図
り
、
税
額

の
抑
制
に
資
す
る
よ
う
に
し

て
い
る
。

問
　
補
聴
器
購
入
助
成
制
度

を
創
設
し
、
難
聴
者
の
負
担

軽
減
を
図
る
べ
き
だ
。

　
　
　
　
　
全
国
一
律
で
の

助
成
制
度
が
必
要
と
の
認
識

の
下
で
国
に
要
望
し
て
い
る
。

本
市
単
独
で
の
助
成
制
度
の

導
入
は
考
え
て
い
な
い
。

問
　
学
校
給
食
費
の
無
償
化

に
踏
み
出
す
べ
き
だ
。

　
　
　
　
　
学
校
給
食
費
の

無
償
化
に
つ
い
て
は
、
全
て

の
子
ど
も
た
ち
に
平
等
な
教

育
機
会
を
提
供
す
る
た
め
に
、

国
の
責
任
の
下
に
実
施
さ
れ

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
国

の
動
き
な
ど
を
注
視
し
て
い

く
。

産
業
部
長

市
民
部
長

教
育
次
長

福
祉
部
長

市
民
部
長

12人の議員が一般質問 題字／尾崎邑鵬　書
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福祉部長…健康福祉部長　産業部長…産業経済部長

一 問 一 答

ごみ袋料金を与謝野町並みに引き下げるべきだ
市民部長 ごみ処理経費の確保のため有料化している

お 　　のう　　たか　　ゆき

日本共産党　小 濃 孝 之
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問
　
水
道
料
金
は
10
月
か
ら

９
％
引
き
上
げ
ら
れ
た
が
、

市
民
の
状
況
と
前
回
令
和
２

年
の
引
き
上
げ
幅
は
。

　
　
　
　
　
市
民
か
ら
料
金

な
ど
の
問
い
合
わ
せ
は
な
い
。

令
和
２
年
は
平
均
33
％
増
の

料
金
改
定
を
し
た
。

問
　
本
市
の
水
道
料
金
の
状

況
と
他
市
町
と
の
比
較
は
。

　
　
　
　
　
本
市
は
10
月
請

求
分
か
ら
料
金
改
定
。
令
和

６
年
11
月
の
調
査
で
は
、
基

準
使
用
量
20
㎥
の
場
合
、
府

下
５
番
目
に
高
く
、
北
部
７

市
町
で
は
最
も
高
い
。

問
　
他
市
の
水
道
料
金
等
物

価
高
騰
対
策
の
状
況
は
。

　
　
　
　
　
近
隣
で
は
、
舞

鶴
市
、
京
丹
後
市
が
実
施
。

問
　
令
和
７
年
度
以
前
に
お

け
る
本
市
で
の
負
担
軽
減
等

の
実
施
状
況
と
そ
の
財
源
は
。

　
　
　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
の
生
活
や
経
済
へ
の
影

響
に
よ
り
、
令
和
２
年
10
月

請
求
分
か
ら
３
カ
月
間
料
金

改
定
に
伴
う
増
額
分
を
減
免
。

問
　
他
市
町
は
、
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
で
減
免
等
を
実

施
し
て
い
る
が
、
本
市
で
も

実
施
を
求
め
る
。

　
　
　
　
　
重
点
支
援
地
方

交
付
金
を
踏
ま
え
、
今
後
、

市
全
体
の
施
策
と
し
て
検
討

す
る
。

困
窮
世
帯
へ
の
水
道
料
金

の
福
祉
減
免
制
度
導
入
を

問
　
給
水
停
止
の
状
況
は
。

国
は
料
金
支
払
い
困
難
な
世

帯
に
対
し
、
福
祉
部
局
と
の

連
絡
・
連
携
が
必
要
と
通
知

し
て
い
る
が
、
連
携
状
況
は
。

　
　
　
　
　
給
水
停
止
は
、

令
和
６
年
度
85
件
、
５
年
度

１
２
１
件
、
４
年
度
86
件
、

３
年
度
１
０
９
件
。
健
康
福

祉
部
と
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

問
　
困
窮
世
帯
な
ど
に
対
し
、

与
謝
野
町
が
実
施
し
て
い
る

水
道
料
金
の
福
祉
減
免
制
度

の
導
入
を
求
め
る
。

　
　
　
　
　
公
営
企
業
は
、

独
立
採
算
制
が
原
則
で
あ
り

導
入
の
考
え
は
な
い
。
低
所

得
者
等
へ
の
対
策
は
、
他
の

施
策
で
適
切
に
行
っ
て
い
る
。

建
設
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長

問
　
本
市
の
高
齢
化
率
は
４

割
を
超
え
、
認
知
症
の
方
の

増
加
や
要
介
護
期
間
の
長
期

化
が
見
込
ま
れ
る
。
オ
レ
ン

ジ
カ
フ
ェ（
認
知
症
カ
フ
ェ
）

は
市
内
６
カ
所
で
年
間
77
回

開
催
、
延
べ
９
２
５
人
の
参

加
だ
が
、
認
知
症
の
本
人
や

家
族
の
参
加
は
少
な
く
、
参

加
し
づ
ら
さ
や
移
動
手
段
の

課
題
が
あ
る
。「
人
生
会
議
」

（
自
分
が
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
や
医
療
、
ケ
ア
の
事
前

検
討
を
考
え
る
機
会
）
を
市

福
祉
計
画
で
ど
の
よ
う
に
位

置
づ
け
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
の
重
点
施
策
で
あ
る

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
の
一

つ
に
、
医
師
会
な
ど
と
連
携

し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
広
報

で
普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

次
期
の
計
画
を
策
定
す
る
中

で
、
更
な
る
普
及
啓
発
に
向

け
た
多
職
種
・
地
域
と
の
連

携
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。

問
　
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
や
人

生
会
議
を
進
め
る
考
え
は
。

　
　
　
誰
も
が
地
域
で
安
心

し
て
最
期
ま
で
暮
ら
せ
る
こ

と
は
行
政
の
重
要
な
役
割
で

あ
り
、
限
ら
れ
た
資
源
の
中

で
も
認
知

症
施
策
と

人
生
会
議

の
取
り
組

み
を
進
め

る
。

移
住
定
住
施
策
に
お
け
る

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
修

問
　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、

移
住
希
望
者
の
入
口
と
な
る
。

現
在
、
制
度
や
空
き
家
情
報
、

移
住
者
の
声
な
ど
の
情
報
が

分
散
し
、
利
用
者
目
線
の
導

線
に
な
っ
て
い
な
い
。
課
題

認
識
と
今
後
の
対
応
は
。

　
　
　
　
　
利
用
者
が
必
要

な
情
報
を
見
つ
け
に
く
く
、

コ
ン
テ
ン
ツ
や
デ
ザ
イ
ン
に

改
善
の
余
地
が
あ
る
。
先
進

事
例
や
移
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ

ュ
の
意
見
を
踏
ま
え
、
地
域

ご
と
の
暮
ら
し
の
情
報
や
人

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
見
え
る

よ
う
、
段
階
的
に
サ
イ
ト
を

充
実
さ
せ
て
い
く
。

企
画
部
長

市
長

福
祉
部
長

一 問 一 答

他市町で実施している水道料金の減免を
建設部長 物価高騰対策は市の全体施策として検討する

う つ の み や 　　　あや

日本共産党　宇都宮 綾

一 問 一 答

認知症施策と「人生会議」を進める考えは
市　長 限られた資源の中でも取り組みを進める

ほり　　　　　　み　　　き

蒼風会　堀 　 未 季
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問
　
本
市
へ
の
来
訪
者
が
３

０
０
万
人
を
突
破
し
た
が
、

来
訪
者
の
増
大
が
市
税
・
地

方
交
付
税
の
収
入
に
ど
れ
だ

け
反
映
さ
れ
た
の
か
。ま
た
、

来
訪
者
が
多
く
な
る
ほ
ど
財

源
確
保
が
難
し
く
な
る
。

　
宮
島
訪
問
税
が
、
総
務
省

か
ら
認
め
ら
れ
た
「
原
因
者

課
税
」
の
考
え
方
に
基
づ
く

税
金
で
あ
る
。課
税
根
拠
は
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
増
大
を
も

た
ら
す
原
因
に
着
目
す
る
原

因
者
課
税
で
あ
り
、
外
部
者

の
訪
問
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
増
大
に
着
目
し
、
本
市

の
人
口
に
対
し
２
０
０
倍
も

の
来
訪
者
の
増
大
に
よ
っ
て

膨
張
す
る
経
費
の
一
部
を
来

訪
者
に
負
担
し
て
も
ら
う
論

理
で
あ
る
。
来
訪
者
が
引
き

起
こ
す
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
、

観
光
施
策
の
ほ
か
、
道
路
整

備
、
ご
み
処
理
、
上
下
水
道

な
ど
行
政
需
要
が
増
大
す
る

故
に
目
的
税
で
は
な
く
普
通

税
が
正
し
い
結
論
と
な
る
。

来
訪
者
へ
の
課
税
が
原
因
者

課
税
で
あ
る
以
上
、
普
通
税

の
考
え
方
と
来
訪
者
（
原
因

者
）
課
税
の
導
入
を
問
う
。

　
　
　
来
訪
者
を
含
む
交
流

人
口
が
大
き
く
増
加
し
て
も
、

地
方
交
付
税
や
市
税
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は

な
い
。
来
訪
者
の
増
大
に
伴

っ
て
生
じ
る
行
政
需
要
に
対

す
る
財
源
と
し
て
は
入
湯
税

な
ど
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の

規
模
は
過
少
で
こ
れ
だ
け
で

は
賄
い
き
れ
な
い
状
況
で
あ

る
。
本
市
が
選
ば
れ
る
観
光

都
市
と
な
る
に
は
「
持
続
可

能
な
観
光
ま
ち
づ
く
り
」
と

「
来
訪
者
へ
の
対
応
」
が
不

可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
安
定
的
な
財
源
確
保
が

必
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
、

新
た
な
観
光
財
源
を
検
討
す

る
「
宮
津
市
宿
泊
税
検
討
委

員
会
」
を
令
和
７
年
４
月
に

設
置
し
、
議
論
を
行
っ
て
い

る
。
来
訪
者
だ
け
で
な
く
、

市
民
に
と
っ
て
も
満
足
度
が

向
上
す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
に

つ
な
げ
る
持
続
可
能
な
仕
組

み
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
新

た
な
財
源
の
検
討
を
進
め
る
。

市
長

問
　
第
７
次
市
総
合
計
画
の

後
期
計
画
に
お
い
て
、「
多

様
性
の
尊
重
」
を
導
入
し
た

背
景
や
目
的
、
課
題
は
。

　
　
　
　
　
若
年
層
や
女
性

の
流
出
、
人
材
不
足
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
増
加
や
外
国
人

労
働
者
の
増
加
に
よ
る
グ
ロ

ー
バ
ル
化
や
価
値
観
の
多
様

化
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
。

問
　「
多
文
化
共
生
」
は
日

本
や
宮
津
の
文
化
を
軸
と
し

た
「
和
文
化
共
生
」
で
あ
る

べ
き
だ
と
考
え
る
。
こ
れ
ま

で
の
歴
史
や
文
化
を
基
軸
に

融
合
し
て
い
く
こ
と
が
共
生

と
考
え
る
が
、見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
誰
も
が
互
い
の

歴
史
や
文
化
、
価
値
観
を
尊

重
し
合
い
、
秩
序
を
持
っ
て

共
生
す
る
と
い
う
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　「
多
様
性
の
尊
重
」
に

対
す
る
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　
宮
津
市
に
関
わ
る
あ

ら
ゆ
る
人
々
が
、
互
い
の
文

化
や
地
域
へ
の
誇
り
を
尊
重

し
、
認
め
合
う
こ
と
で
秩
序

あ
る
共
生
社
会
を
つ
く
り
、

選
ば
れ
る
ま
ち
に
な
っ
て
い

く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

市
の
再
犯
防
止
推
進
計
画

策
定
に
つ
い
て

問
　
全
国
の
犯
罪
認
知
件
数

は
減
少
し
て
い
る
が
、
宮
津

署
管
内
で
も
再
犯
率
は
５
割

で
推
移
し
、
自
治
体
に
は
再

犯
防
止
推
進
計
画
策
定
の
努

力
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。

市
の
計
画
策
定
状
況
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
計
画
策
定
に
は

至
っ
て
い
な
い
が
、
安
全
で

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
や

人
権
教
育
・
啓
発
推
進
計
画
、

地
域
福
祉
計
画
な
ど
で
再
犯

防
止
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問
　
今
年
、
法
改
正
さ
れ
た

「
拘
禁
刑
」へ
の
移
行
に
よ
り
、

出
所
者
が
地
域
で
の
生
活
再

建
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
。
体
制
強
化
や
計

画
策
定
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
保
護
司
会
や
関

係
機
関
と
連
携
協
力
を
行
い
、

積
極
的
な
関
わ
り
が
持
て
る

よ
う
努
力
し
、
本
市
の
実
態

に
即
し
た
形
で
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
。

市
民
部
長

市
民
部
長

企
画
部
長

企
画
部
長

市
長

一 問 一 答

市にとっての「多様性の尊重」とは
市　長 互いを尊重し合い秩序ある共生社会をつくる

やす 　　だ   　　ゆ  　　み

無会派　安 田 裕 美

一 括 方 式

税負担の在り方と新税（原因者課税）の導入を
市　長 来訪者だけでなく新たな財源の検討を重ねる

まつ　　もと　　　　　たかし

公明党　松 本 　 隆
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問
　
京
都
府
で
は
令
和
５
年

度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の

期
間
、
防
災
士
資
格
取
得
に

向
け
て
各
自
治
体
に
対
し
て

研
修
受
講
料
を
補
助
し
、
地

域
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成

す
る
た
め
「
京
都
府
防
災
士

養
成
研
修
」
を
行
っ
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
も
、
こ
の
制

度
を
活
用
し
て
令
和
５
年
度

よ
り
市
民
に
向
け
て
防
災
士

資
格
取
得
の
案
内
を
行
っ
て

い
る
が
、
現
在
ま
で
の
防
災

士
養
成
講
座
受
講
申
し
込
み

の
状
況
、
防
災
士
資
格
登
録

の
状
況
、
ま
た
本
市
の
防
災

士
資
格
取
得
者
の
目
標
人
数

は
。

　
　
　
　
　
令
和
５
年
度
か

ら
今
年
度
ま
で
の
３
カ
年
で

23
人
の
受
講
申
し
込
み
が
あ

り
、
防
災
士
登
録
は
令
和

５
・
６
年
合
わ
せ
て
14
人
で

あ
る
。
本
市
の
登
録
目
標
人

数
は
特
に
定
め
て
い
な
い
。

問
　
こ
れ
ま
で
の
本
市
で
の

防
災
士
資
格
取
得
者
の
活
動

状
況
と
、
活
動
す
る
上
で
の

課
題
な
ど
は
。

　
　
　
　
　
現
状
で
は
、
防

災
士
の
資
格
を
取
っ
た
市
民

の
活
動
状
況
は
把
握
で
き
て

い
な
い
。
活
動
す
る
上
で
の

課
題
と
し
て
、
防
災
士
は
個

人
資
格
で
あ
り
法
的
な
位
置

づ
け
が
無
く
指
示
命
令
が
で

き
な
い
こ
と
、
資
格
取
得
後

の
知
識
の
継
承
が
な
か
な
か

で
き
て
い
な
い
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域

の
防
災
活
動
に
積
極
的
に
関

与
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
が

あ
れ
ば
、
防
災
士
の
力
が
発

揮
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
本
市
の
防
災
行
政
へ
の

関
わ
り
は
。

　
　
　
　
　
地
域
防
災
に
協

力
い
た
だ
け
る
市
内
の
防
災

士
を
募
り
、
防
災
知
識
を
継

続
し
て
学
べ
る
よ
う
に
す
る

と
と
も
に
、
登
録
制
度
な
ど
、

よ
り
地
域
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
し
や
す
い
方
法
や
自
治
会

が
中
心
の
防
災
活
動
に
関
わ

り
や
す
い
仕
組
み
な
ど
、
先

行
事
例
を
研
究
し
て
い
き
た

い
。

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

問
　
会
派
で
視
察
し
て
き
た

香
川
県
三
豊
市
役
所
で
は
、

職
員
が
自
分
の
机
を
持
た
ず
、

パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
利
用
し
、

空
い
て
い
る
席
で
執
務
を
す

る
「
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
」
の

導
入
に
よ
り
、
見
通
し
が
良

く
整
然
と
し
た
執
務
室
と
な

っ
て
い
た
。導
入
前
と
比
べ
、

紙
の
文
書
量
が
36
％
、
文
書

保
管
庫
は
60
％
の
削
減
を
し

て
き
て
い
る
。
本
市
が
検
討

し
て
い
る
到
達
点
は
。

　
　
　
　
　
文
書
の
削
減
は

必
須
と
考
え
て
お
り
、
文
書

量
調
査
を
行
っ
て
い
く
。
電

子
決
裁
化
や
文
書
保
管
ル
ー

ル
の
見
直
し
に
よ
り
ペ
ー
パ

レ
ス
化
を
進
め
て
い
く
。「
フ

リ
ー
ア
ド
レ
ス
」
と
類
似
の

「
グ
ル
ー
プ
ア
ド
レ
ス
」
の

手
法
を
使
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
生
産
性
向
上
・
業
務

の
効
率
化
を
進
め
る
こ
と
が

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ

な
が
る
。

障
害
者
雇
用
対
策
に
つ
い
て

問
　
①
本
市
は
小
規
模
事
業

者
が
多
く
、
積
極
的
に
障
害

者
を
雇
用
す
る
企
業
は
ま
だ

少
な
く
、
就
労
先
の
確
保
が

難
し
い
。
②
就
労
先
を
見
つ

け
て
も
円
滑
な
人
間
関
係
を

築
く
の
が
難
し
い
。
③
仕
事

を
し
て
得
ら
れ
る
賃
金
は
ま

だ
低
く
経
済
的
に
厳
し
い
。

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
ど
う

取
り
組
む
の
か
。

　
　
　
　
　
本
市
の
障
害
者

計
画
の
基
本
理
念
は
、「
障

害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

と
も
に
い
き
い
き
と
暮
ら
す

ま
ち
」
と
し
て
い
る
。
基
本

目
標
の
一
つ
に
「
自
立
に
向

け
た
支
援
体
制
づ
く
り
」
を

掲
げ
、「
重
点
施
策
」
に
障

害
者
の
就
労
雇
用
促
進
を
掲

げ
て
い
る
。
本
年
度
設
置
し

た
「
宮
津
市
障
害
者
自
立
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
を

継
続
的
・
精
力
的
に
行
っ
て

い
く
こ
と
で
、
一
歩
ず
つ
歩

み
を
進
め
て

い
け
る
よ
う

粘
り
強
く
取

り
組
ん
で
い

く
。

総
務
部
長

福
祉
部
長

一 問 一 答

庁舎執務室のフリーアドレス化の導入について
総務部長 グループアドレスの手法を使っていきたい

かわ　　はら　　すえ　　ひこ

新無所属クラブ　河 原 末 彦

一 問 一 答

本市の防災士の現状と課題は
総務部長 仕組みや方法などの先行事例を研究する

なが　　もと　　よし　　ひろ

蒼風会　長 本 義 浩
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問
　
移
民
政
策
の
ト
リ
レ
ン

マ
と
は
、「
移
民
受
入
」「
安

全
な
国
家
」「
国
民
の
自
由
」

の
３
つ
は
、
同
時
に
２
つ
ま

で
し
か
で
き
な
い
と
い
う
も

の
。
本
市
の
外
国
人
労
働
者

を
は
じ
め
と
す
る
移
民
の
状

況
や
労
働
問
題
に
つ
い
て
、

外
国
人
の
割
合
や
労
働
者
の

数
、
国
籍
の
状
況
は
。

　
　
　
　
　
住
所
登
録
の
あ

る
外
国
人
の
住
民
は
Ｒ
５
年

１
８
３
人
、
人
口
に
占
め
る

割
合
は
１
・
１
％
。Ｒ
６
年

は
１
９
６
人
、
１
・
２
％
。

Ｒ
７
年
で
２
３
８
人
、
１
・

５
％
。国
籍
別
は
ベ
ト
ナ
ム
、

韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
３
国

で
約
６
割
。
近
年
は
ネ
パ
ー

ル
や
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
転
入
者

が
増
加
。
な
お
、
労
働
者
と

し
て
の
在
住
者
の
人
数
ま
で

は
把
握
で
き
て
な
い
。

問
　
本
市
の
外
国
人
犯
罪
・

検
挙
数
は
。

　
　
　
　
　
府
全
域
の
外
国

人
犯
罪
検
挙
数
は
Ｒ
３
年
64

件
、Ｒ
４
年
86
件
、Ｒ
５
年
１

２
６
件
。 

市
町
村
ご
と
は
公

表
さ
れ
て
い
な
い
。

問
　
外
国
人
に
よ
る
土
地
・

不
動
産
購
入
の
状
況
は
。

　
　
　
　
　
土
地
・
家
屋
の

購
入
状
況
は
登
記
情
報
で
確

認
で
き
る
が
、
所
有
者
の
国

籍
ま
で
は
記
載
が
な
く
把
握

は
難
し
い
。

問
　
外
国
人
労
働
者
で
ど
の

よ
う
な
人
材
が
不
足
し
、
何

人
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
か

把
握
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
宮
津
商
工
会
議

所
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
１

０
１
事
業
所
の
う
ち
、
46
・

5
%
が
人
手
不
足
と
回
答
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
宮
津
与

謝
管
内
の
９
月
の
有
効
求
人

倍
率
は
２
・
43
倍
。
中
で
も
、

建
設
業
41
・
５
倍
、
観
光
業

９
・
25
倍
。
警
備
業
な
ど
27

倍
と
高
い
数
値
。
人
数
ま
で

は
把
握
で
き
て
い
な
い
。

問
　
実
態
把
握
も
で
き
て
い

な
い
の
に
、
多
文
化
共
生
も

多
様
性
の
尊
重
も
な
い
。
実

態
調
査
を
。

　
　
　
で
き
る
限
り
実
態
調

査
を
行
う
。

問
　
15
年
先
の
人
口
予
測
が

約
70
人
台
の
日
ケ
谷
地
区
で
、

旧
保
育
所
等
跡
地
の
利
活
用

を
地
元
事
業
者
が
行
う
こ
と

が
決
定
。
カ
フ
ェ
兼
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
活

用
が
見
込
ま
れ
、
集
落
消
滅

を
防
ぐ
上
で
も
期
待
す
る
が
、

市
の
考
え
を
問
う
。

　
　
　
　
　
住
民
と
来
訪
者

の
交
流
を
生
み
出
す
拠
点
づ

く
り
と
し
て
、
市
と
し
て
も
、

京
都
府
の
移
住
促
進
特
別
区

域
に
指
定
済
の
日
ケ
谷
地
区

で
新
た
な
交
流
を
生
み
出
す

も
の
と
捉
え
、
今
後
、
事
業

者
と
地
域
と
の
運
営
に
し
っ

か
り
と
連
携
す
る
。

問
　
日
ケ
谷
地
区
振
興
基
金

の
基
金
原
資
に
つ
い
て
は
、

「
地
域
の
振
興
に
必
要
な
財

源
に
充
て
る
場
合
に
限
り
、

一
部
又
は
全
部
の
処
分
が
可

能
。」
と
な
っ
て
い
る
。
今

回
の
施
設
整
備
に
本
基
金
を

充
て
る
場
合
、
地
元
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必

要
と
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
基
金
原
資
の
活

用
に
つ
い
て
は
、
日
ケ
谷
地

区
の
振
興
を
目
的
と
し
た
適

切
な
事
業
計
画
が
あ
る
こ
と

が
前
提
と
な
る
た
め
、
ま
ず

は
市
に
相
談
い
た
だ
き
た
い
。

シ
カ
に
よ
る
被
害
と
ジ
ビ

エ
活
用
に
つ
い
て

問
　
過
去
の
一
般
質
問
に
お

け
る
ジ
ビ
エ
加
工
処
理
施
設

「
上
世
屋
獣
肉
店
」
へ
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
に

つ
い
て
の
答
弁
は
、「
地
域

の
課
題
解
決
な
ど
制
度
の
趣

旨
も
踏
ま
え
て
検
討
し
た

い
。」、「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
が
本
市
へ
の
定
住
に
つ
な

が
る
こ
と
を
前
提
条
件
と
し

た
い
。」
で
あ
っ
た
。
現
時

点
に
お
け
る
市
の
考
え
を
問

う
。

　
　
　
　
　
一
事
業
者
へ
の

労
働
力
の
代
替
え
的
な
支
援

で
な
く
、
地
域
全
体
の
課
題

解
決
に
な
る
と
と
も
に
、
隊

員
活
動
の
終
了
後
も
、
そ
の

方
が
こ
の
地
域
で
生
業
を
得

て
生
活
が
で
き
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
。

産
業
部
長

企
画
部
長

企
画
部
長

一 問 一 答

日ケ谷保育所跡の地域活性化事業への関わりは
企画部長 事業者と地域との運営にしっかり連携する

く　　　ぼ 　　　　　ひろし

新無所属クラブ　久 保 　 浩

一 問 一 答

外国人の雇用など実態調査を！
市　長 できる限り実態調査を行う

さか 　　ね 　　えい　　ろく

蒼風会　坂 根 栄 六
市
民
部
長

産
業
部
長

市
民
部
長

市
民
部
長

市
長
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─ “あなたが考える理想の宮津市” などについて意見交換 ─

市民と議会の懇談会（秋）を開催しました市民と議会の懇談会（秋）を開催しました市民と議会の懇談会（秋）を開催しました市民と議会の懇談会（秋）を開催しました 懇談会の報告書は、
ホームページを 
ご覧ください。

　市民と議会の懇談会は、議員が直接、議会活動に関する情報を市民の皆さん
にお伝えすることや、多くの方の声を伺って、地域の状況・課題・意向を把握し、
議案の審査や政策提言などに活かしていくことを目的に開催しています。
　今年度の秋は10月から11月にかけて９会場で開催し、令和６年度決算の報告
や、「あなたが考える理想の宮津市」をテーマに意見交換を行いました。

“あなたが考える理想の宮津市”について語りましょう！（各地区で出された主な意見）

１.あなたが思う理想の宮津市は？

〇高齢者が安心に・子育て世代が楽しく生活でき、若い人たちが住みやすいまち。
〇子どもがのびのび育つ環境があり、地域で子どもの声が聞こえる、子どもを中心に据えたまち。
〇Ｕターン・Ｉターン・孫ターンなどの方が移住定住しやすく、地域から歓迎されるまち。
〇地域の歴史や文化・観光資源など “宮津らしさ” を活かし、市外の方が訪れてみたいと思われるまち。
〇住民が知恵を出し合い、それぞれが自分を活かして活躍するまち。

２.理想の宮津市を実現するために、何が不足していますか？

〇若者が宮津に残ったり、都会に出ても戻って来られるように、企業誘致など働く場の創出や雇用環境の
充実。
〇農業・漁業など一次産業の強化と、ブランド化のための施策。
〇ミップル周辺など市街地の賑やかさ、各地域の商店や買い物場所。
〇学校・診療所・公共交通など、誰もが安心して暮らせる公共インフラ。

３.“理想の宮津市”の実現のために、何ができるでしょうか？

〇栗田地区では、地区全体で空き家の「空き家バンク」への登録を進めている。
〇まずは関係人口を増やす。そのために、宮津のことを知ってもらうイベントや祭りを地元主体で行う。
〇海など各地域の特長を活かした移住者の受入れ体制づくりを、市が全体を把握して実施する。
〇移住者が増えている他府県の市町を参考に、効果的な事業に取り組む。

いただいたご意見は、議会で協議・調査を行うなど、今後の市政運営に反映できるよう取り組みます。
今後も各地区で開催予定ですので、多くの方のご参加をお待ちしています！

開催日

10月27日（月）

10月28日（火）

10月30日（木）

10月31日（金）

11月 6 日（木）

 会　場

上宮津地区公民館

府中地区公民館

福祉・教育総合プラザ

日置地区公民館

吉津地区公民館

担当議員

松本　　隆

宇都宮　綾

堀　　未季

坂根　栄六

星野　和彦

幾世　恭典

参加者数

11人

10人

7人

16人

8人

開催日

10月28日（火）

10月29日（水）

11月 5 日（水）

11月 6 日（木）

 会　場

養老地区公民館

由良地区公民館

城東会館

栗田地区公民館

９会場 合計84人

参加者数

15人

8人

3人

6人

担当議員

久保　　浩
安田　裕美
河原　末彦
小濃　孝之
長本　義浩
横川　秀哉
松浦登美義
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問
　
13
年
目
を
迎
え
た
オ
リ

ー
ブ
事
業
は
、
由
良
地
区
か

ら
日
置
・
府
中
地
区
な
ど
へ

広
ま
り
、
今
年
の
搾
油
量
は

３
・
５
ト
ン
（
前
年
１
・
８

ト
ン
）
の
見
込
み
だ
。
以
下

の
課
題
を
問
う
。
①
補
助
金

申
請
の
援
助
。
②
販
売
先
の

状
況
と
新
規
開
拓
。
③
由
良

オ
リ
ー
ブ
を
育
て
る
会
へ
老

朽
化
し
た
搾
油
機
の
払
い
下

げ
。
④
イ
ベ
ン
ト
の
補
助
。

　
　
　
　
　
①
引
き
続
き
市

の
職
員
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

②
各
事
業
者
の
活
動
の
た
め
、

市
は
集
計
し
て
い
な
い
。
課

題
が
あ
れ
ば
、調
整
し
た
い
。

③
申
し
出
が
あ
れ
ば
、
相
談

に
の
る
。
④
従
来
、
市
の
補

助
金
を
活
用
さ
れ
て
き
た
。

今
後
、
要
望
が
あ
れ
ば
、
必

要
に
応
じ
て
支
援
す
る
。

問
　
宮
津
オ
リ
ー
ブ
生
産
者

の
会
と
市
の
情
報
交
換
体
制

を
再
構
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
同
会
の
会
議
に

は
職
員
が
出
席
し
て
い
る
。

必
要
で
あ
れ
ば
、
私
も
話
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
く
。

宮
津
商
工
会
議
所
と
の
協

業
強
化
を

問
　
中
小
企
業
に
対
す
る
経

営
相
談
や
経
済
統
計
の
作
成

な
ど
、
商
工
会
議
所
の
役
割

は
大
き
い
。
近
隣
の
商
工
会

議
所
は
、
市
の
建
物
に
入
っ

て
管
理
を
行
い
、
指
定
管
理

料
を
収
入
に
す
る
所
も
あ
る

が
、
宮
津
商
工
会
議
所
の
建

物
は
、市
の
所
有
地
に
建
ち
、

賃
借
料
が
負
担
だ
。
耐
震
工

事
に
備
え
る
上
で
も
、
賃
借

料
を
免
除
す
る
手
法
を
問
う
。

　
　
　
　
　
平
成
24
年
度
に

外
壁
等
の
改
修
で
１
５
７
０

万
円
の
支
援
を
行
っ
た
。
今

後
も
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問
　
専
門
知
識
を
要
し
、
煩

雑
な
仕
事
の
割
に
給
与
が
低

い
た
め
か
、
昨
今
、
有
為
な

職
員
が
転
職
し
て
い
る
。
職

員
の
労
働
条
件
改
善
と
人
材

確
保
を
助
け
る
手
法
を
問
う
。

　
　
　
　
　
令
和
７
年
度
に

運
営
補
助
金
を
見
直
し
た
。

引
き
続
き
支
援
し
た
い
。

産
業
部
長

産
業
部
長

産
業
部
長

産
業
部
長

一 問 一 答

オリーブ事業の現状と将来
産業部長 要望があれば必要に応じて支援する

ほし　　 の 　　かず　　ひこ

新無所属クラブ　星 野 和 彦

研
修
会
に
全
議
員
で
参
加
し
ま
し
た

　京
丹
後
市
議
会
議
員
研
修
会
が
開
催

さ
れ
、
宮
津
市
議
会
議
員
に
も
参
加
の

呼
び
か
け
が
あ
り
、
全
議
員
が
参
加
。

二
元
代
表
制
と
議
会
の
権
限
な
ど
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

■
日
時
　
令
和
８
年
１
月
20
日
（
火
）

■
演
題
　「
二
元
代
表
制
に
つ
い
て
」

■
講
師

　
全
国
市
議
会
議
長
会

　
政
務
第
一
部
長
兼

企
画
議
事
部
法
制
主
幹
　

 

も
と
は
し
　
　
け
ん
じ

 

本
橋
　
謙
治 

氏

■
内
容

・
地
方
自
治
体
の
首
長
と
議
会
議
員
は
、

い
ず
れ
も
住
民
か
ら
直
接
選
挙
で
選
ば

れ
、
と
も
に
住
民
を
代
表
す
る
も
の
で
、

こ
れ
を
「
二
元
代
表
制
」
と
い
う
。
国

の
議
院
内
閣
制
と
対
比
さ
れ
る
制
度
。

（
議
院
内
閣
制
：
国
会
議
員
で
組
織
さ

れ
た
国
会
が
内
閣
総
理
大
臣
を
指
名
、

内
閣
を
組
織
し
て
国
会
に
対
し
責
任
を

負
う
。）

・
二
元
代
表
制
で
は
、
首
長
と
議
会
は
、

相
互
の
抑
制
と
均
衡
に
よ
っ
て
緊
張
関

係
を
保
つ
対
等
な
関
係
。
首
長
と
の
良

好
な
関
係
は
必
要
で
あ
る
が
、
一
体
と

な
っ
て
は
い
け
な
い
。
ダ
メ
な
も
の
に

は
ダ
メ
と
言
う
べ
き
。

・
議
会
の
役
割
・
権
限
は
、
市
の
重
要

案
件
の
議
決（
意
思
決
定
）や
、
事
業
が

適
正
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
チ
ェ
ッ
ク

す
る
こ
と
な
ど
。

・
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
議
会
に

は
「
執
行
権
」
が
な
い
。
例
え
ば
、
市

道
の
補
修
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、
市

長
が
予
算
案
を
議
会
に
提
案
し
、
議
会

は
そ
の
内
容
を
審
査
後
に
議
決
す
る
が
、

実
際
に
修
理
す
る
の
は
市
長
部
局
で
あ

り
、
議
会
で
は
な
い
。

・「
執
行
権
」は
な
い
が
、市
政
の
課
題
、

市
民
の
意
見
等
を
把
握
し
、
問
題
提
起

や
政
策
提
言
を
行
う
こ
と
は
議
会
の
役

割
。
条
例
提
案
、
一
般
質
問
、
所
管
事

務
調
査
な
ど
手
法
は
さ
ま
ざ
ま
あ
る
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　研
修
会
を
通
じ
て
、
議
会
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
に
は
、
議
会
の
状
況
を
積
極

的
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
思
い
や
、
意
見
の
把
握
が
大
切
だ
と

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
今
後
も
、
よ
り
良

い
方
法
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。
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編
集
後
記

　
新
し
い
年
を
迎
え
、
市
民
の
皆
様
の
「
健

康
で
生
き
生
き
と
し
た
日
々
の
営
み
」
を
通

じ
て
、
地
域
が
活
性
化
し
て
い
く
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
11
月
臨
時
会
と
12
月
定
例
会
で

は
、「
市
の
行
政
機
能
を
ミ
ッ
プ
ル
ビ
ル
に

移
転
集
約
す
る
こ
と
」や「
第
７
次
宮
津
市
総

合
計
画
の
変
更
（
後
期
基
本
計
画
を
策
定
）」

並
び
に
「
道
の
駅
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け

た
民
間
事
業
者
の
選
定
準
備
を
す
る
こ
と
」

な
ど
、
宮
津
市
の
将
来
に
と
っ
て
大
変
重
要

な
こ
と
を
審
査
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
の
進
捗
状
況
を
把
握
し
な

が
ら
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
議
会
の
見

え
る
化
」
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
河
原
末
彦
）

【
議
会
情
報
化
委
員
会
】

委
員
長
　
松
本
　
　
隆

副
委
員
長
　
久
保
　
　
浩

委
　
　
員
　
宇
都
宮
　
綾

委
　
　
員
　
安
田
　
裕
美

委
　
　
員
　
堀
　
　
未
季

委
　
　
員
　
河
原
　
末
彦

委
　
　
員
　
坂
根
　
栄
六

　宮津市議会では、市民の皆さまからの「議会の活動が見えにくい」との
声を受け、議会だよりのカラー化や表紙の刷新など、親しみやすく分か
りやすい紙面づくりに取り組んでいます。併せて宮津市議会公式のフェ
イスブックとインスタグラムを開設し、情報発信も進めています。
　12月にはSNS研修会を開催しました。各SNSでは、議会活動や研修、
各議員の個性など、紙面では伝えきれない情報も紹介していく予定です。
　今後も試行錯誤を重ねながら、市民の皆さまと議会の距離を縮めてい
けるよう努めてまいります。引き続き、率直なご意見をお寄せください。

議会・議員の「見える化」に向けた取り組み

SNS研修会の様子

「宮津市議会」で
検索してください

※開議時刻　午前10時
（この日程は予定であり、予告なく変更する場合があります。）

3月定例会 会議日程
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3/1
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3/15
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本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問・質疑）

予算委員会
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本会議
（開会・提案説明等）
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